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キネマに情熱を捧げた

編者プロフィール　佐藤忠男　さとう・ただお

昭和5年新潟県生まれ。「映画評論」「思想の科学」の編集長を務め、37年以降はフリーの評論家として
活躍。その領域は映画評論から大衆文化、思想、教育と幅広い分野にまたがり、海外での講演を行なう
など、国際的な評価も高い。また1970年代からアジア映画を積極的に我が国に紹介した功績も大きい。
平成8年日本映画学校校長に就任。主著に「黒澤明の世界」「世界映画史」（上下）「小津安二郎の芸術」
「中国映画の百年」「韓国映画の精神」「日本映画の巨匠たち」（全4冊）「日本映画史」（全4巻，岩波書
店，芸術選奨文部大臣賞受賞）などがある。紫綬褒章、勲四等旭日小綬章、韓国文化勲章、山路ふみ子
映画賞、川喜多賞など受賞多数。

■収録者例■

池辺晋一郎（音楽）………… 「楢山節考」「影武者」
生駒雷遊（弁士）………… 美声と美文調のうたい文句
市川森一（脚本）………………… 「長崎ぶらぶら節」
今村昌平（監督）………… ｢にっぽん昆虫記｣｢うなぎ｣
梅屋庄吉（興行）………………………… 日活設立者
浦岡敬一（編集）………… 「人間の條件」「帝都物語」
岡田茂（興行・製作）………………… 東映名誉会長
岡本健一（照明）………… ｢羅生門｣「西陣の姉妹」
小川紳介（記録映画）……………… 「三里塚シリーズ」
川本喜八郎（アニメーション）… 「道成寺」「死者の書」
川本三郎（評論）………… 「映画を見ればわかること」
菊島隆三（脚本）……………… ｢女が階段を上るとき｣
城戸四郎（興行）…………………………… 松竹会長
木下忠司（音楽）…………………… 「二十四の瞳」
久世龍（殺陣）……………… ｢用心棒｣｢椿三十郎｣
黒澤明（監督）…………………… ｢七人の侍｣｢乱｣
是枝裕和（監督）………… 「幻の光」「誰も知らない」
鈴木達夫（撮影）…………………… 「とべない沈黙」
高野悦子（文化活動）………… 岩波ホール総支配人
武満徹（音楽）………………… ｢切腹｣｢心中天網島｣
円谷英二（特撮監督）……………………… ｢ゴジラ｣
富野由悠季（アニメーション）…… 「機動戦士ガンダム」
土本典昭（記録映画） 「医学としての水俣病̶三部作」
永田雅一（興行・製作）…………………… 大映社長
西川美和（監督）……………… 「蛇イチゴ」「ゆれる」
橋本忍（脚本・製作）………… 「七人の侍」「砂の器」
久石譲（音楽）………… 「もののけ姫」「菊次郎の夏」
水木洋子（脚本）………… 「元禄忠臣蔵｣｢近松物語｣
宮川一夫（撮影）……………… ｢雨月物語」「おとうと」
矢野口文雄（録音）……… ｢七人の侍｣｢天国と地獄｣
淀川長治（評論）……………… 日曜洋画劇場の解説
李鳳宇（興行・製作）……… 「パッチギ！」「フラガール」
ドナルド・リチー（評論）……… 「小津安二郎の美学」
ワダエミ（衣装）……………………… 「乱」「御法度」
 …など1,472人

■佐藤忠男、全面編集。評論・研究のみならず教育・普及活動など幅広く活
躍し、日本映画研究の第一人者として知られる評論家佐藤忠男が、映画史
上で重要な功績を残した1,472人（俳優を除く）を選定・編纂した決定版人
物事典です。

■監督、脚本、撮影、美術、照明、録音、音楽、アニメ、字幕、製作、評論など、
現在も活躍中の人物を含め日本映画を支えた様々な人物を収録したおす
すめの一冊です。

■各人物には、詳細なプロフィール、著作・伝記・評伝などの関連文献に加え、
興味テーマ、印象に残る俳優、これから作りたい映画などのアンケート回答を
掲載。

■本文は、人名の五十音順に排列。「活動分野別索引」付き。

無声映画の活動弁士から宮崎駿まで
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宮崎  駿　みやざき・はやお
アニメーション映画監督　スタジオジ
ブリ所長，三鷹の森ジブリ美術館館主

［生］昭和16年（1941年）1月5日
［出生地］東京都文京区［学歴］学習院大学政治経
済学部〔昭和38年〕卒［団体］日本放送作家協会
［受賞］芸術選奨文部大臣賞（第39回，昭和63年度）
〔平成元年〕，アカデミー賞（長編アニメーション
賞，第75回）〔平成15年〕「千と千尋の神隠し」，
フランス国家功労勲章〔平成13年〕，毎日映画コン
クール日本映画大賞（大藤信郎賞，昭和61年度）「天
空の城ラピュタ」，おおさか映画祭作品賞・監督賞
（昭和61年度）「天空の城ラピュタ」，日本映画復
興賞特別賞（第4回，昭和61年度）「風の谷のナウ
シカ」「天空の城ラピュタ」，山路ふみ子映画賞（第

12回・25回）〔昭和63年・平成13年〕「となりの
トトロ」「千と千尋の神隠し」，毎日映画コンクー
ル日本映画大賞（昭和63年度・平成13年度）「と
なりのトトロ」「千と千尋の神隠し」，報知映画賞
監督賞（昭和63年度・平成13年度）「となりのト
トロ」「千と千尋の神隠し」，ブルーリボン賞特別
賞〔平成元年・14年〕，都民文化栄誉賞〔平成元年〕，
藤本賞特別賞（第11回）〔平成4年〕，アヌシー国
際アニメーション映画祭長編映画賞（長編部門）
〔平成5年〕，星雲賞（第26回）〔平成7年〕「風の
谷のナウシカ」，毎日芸術賞（第39回，平成9年度）〔平
成10年〕，日本アカデミー賞最優秀作品賞（平成9
年度・13年度）「もののけ姫」「千と千尋の神隠
し」，日本ペンクラブ賞〔平成10年〕，淀川長治賞〔平
成10年・14年〕「もののけ姫」「千と千尋の神隠
し」，司馬遼太郎賞（第3回）〔平成12年〕，菊池寛
賞（第49回）〔平成13年〕，メディア芸術祭大賞・
審査員会特別賞〔平成13年〕「千と千尋の神隠し」，
朝日賞〔平成14年〕，日刊スポーツ映画大賞作品賞
（第14回，平成13年度）「千と千尋の神隠し」，ベ
ルリン国際映画祭金熊賞〔平成14年〕「千と千尋
の神隠し」，ナショナル・ボード・オブ・レビュー
賞（アニメ映画賞）〔平成14年〕「千と千尋の神
隠し」，ロサンゼルス映画批評家協会賞（アニメ映
画賞）〔平成14年〕「千と千尋の神隠し」，ニュー
ヨーク映画批評家協会賞（アニメ映画賞）〔平成
14年〕「千と千尋の神隠し」，アニー賞（4部門）〔平
成15年〕「千と千尋の神隠し」，ベネチア国際映画
祭オゼッラ賞〔平成16年〕「ハウルの動く城」，ベ
ネチア国際映画祭栄誉金獅子賞〔平成17年〕
　［興味テーマ］行きあたりばったりに［映画に
関わった動機］就職する必要があった時、アニメ
ーターという職位しか思いつかなかった［作って
みたい映画］古江戸湾から今日の東京までの川と
海の変化早わかり短編［趣味］散歩［座右の銘］
とにかく、いつかは完了

少年時代は漫画家を志し、高校時代には長編
アニメ映画「白蛇伝」を観てアニメーション
にも興味を持つ。学習院大学卒業後、38年東
映動画にアニメーターとして入社。やがて
同社労組書記長となり高畑勲らとの交流を
深め、高畑が初監督を務めた「太陽の王子・
ホルスの大冒険」（43年）ではストーリー構
成やキャラクター作成、演出補佐、原画など
を担当。46年高畑、小田部羊一らと同社を退
社してAプロ（のちシンエイ動画）に転じ、テ
レビアニメ「ルパン三世」で初演出。47年高
畑監督の中編アニメ映画「パンダコパンダ」
で原案・脚本・画面設定・原画などを手が
けた。48年高畑らとズイヨー映像に移り、49
年のテレビアニメ「アルプスの少女ハイジ」、

日本の映画人� みやさき

木村威夫　きむら・たけお

映画美術監督，映画評論家　日活芸術学院学
院長，京都造形芸術大学客員教授，東京工芸大
学客員教授

［生］大正7年（1918年）4月1日［出生地］東京都渋
谷区恵比寿［学歴］青山学院中等部卒［団体］日
本映画・テレビ美術監督協会，日本映画ペンクラブ，
日本放送作家組合［受賞］毎日映画コンクール美
術賞〔昭和29年・56年・61年〕広告電通賞〔昭和
32年〕，映画評論美術賞〔昭和41年〕，アジア映画
祭最優秀美術賞〔昭和55年〕「天平の甍」，日本ア
カデミー賞最優秀美術賞〔昭和56年・平成3年〕「ツ
ィゴイネルワイゼン」「少年時代」，山路ふみ子賞
文化賞（第15回）〔平成3年〕，勲四等旭日小綬章〔平
成4年〕，映画の日特別功労賞〔平成4年〕，日本映
画評論家大賞特別賞〔平成11年〕，映画ペンクラブ
特別賞，毎日芸術賞特別賞（第48回）〔平成19年〕，
モントリオール世界映画祭芸術貢献賞「深い河」
　［専門］映画美術，テレビ，CM，シナリオ［興味］
文学思考への試み，文学と映像美学の相互関係につ
いての思考［映画に関わった動機］青山学院中等
部卒業と同時に舞台美術家伊藤熹朔先生が主宰せ
る研究所に入所。昭和10年～15年まで舞台美術を
研鑚す。演劇最前線の築地小劇場が閉鎖され、仕
方なく旧日活撮影所に入社する［印象に残る男優・
女優］「土」に於ける小杉勇，「サンダカン八番娼
館」の田中絹代［生涯の1本］「アラン」ロバート・
フラハティ（監督・撮影）―アラン島の風雨、や
せた土地でのロケーション、現地の人の出演、白
黒描写の凄さ、映画の芯にふれた想い［作ってみ
たい映画］自分個人の幻想と思考を美学的に表現
してみたい―反ドラマ、反リアリズム映画［趣味］
古書発見［座右の銘］汝の立つ処を深く掘れ、そ
こには泉が湧くであろう！（ニイチェ）

昭和10年舞台美術家の伊藤喜朔に入門。伊
藤主宰の六人会舞台美術グループに参加し、
オペラ・舞踊の舞台装置を製作。16年先輩
である橋本欣三の紹介で日活多摩川撮影所
の美術課に入る。17年日活、新興キネマ、
大都映画が合併した大日本映画製作株式会
社（のちの大映）に移り、20年伊賀山正徳
監督「海の呼ぶ声」で美術監督として一本
立ち。戦後も同社で豊田四郎監督の「雁」
（師の伊藤喜朔が美術監督で、美術を担当）
や「或る女」、伊藤大輔監督の「春琴物語」
などに参加。29年再開した日活に移籍し、
田坂具隆監督「乳母車」「陽のあたる坂道」、

山崎徳次郎監督「霧笛が俺を呼んでいる」、
舛田利雄監督「上を向いて歩こう」「紅の
流れ星」「地獄の破門状」など多くの映画
で美術を担当した。また鈴木清順監督との
コンビで知られ、38年の「悪太郎」を皮切
りに「肉体の門」「河内カルメン」「東京
流れ者」「けんかえれじい」などで魅力的
な様式映像を創造した。傍らTBS系列の「日
眞名氏飛び出す」など、テレビドラマの美
術も手がける。46年にフリーとなってから
は日活時代から付き合いがあった熊井啓監
督の「忍ぶ川」「サンダカン八番娼館　望
郷」「海と毒薬」「千利休　本覚坊遺文」
「ひかりごけ」や鈴木清順監督の「ツィゴ
イネルワイゼン」「カポネ大いに泣く」「ピ
ストルオペラ」「オペレッタ狸御殿」など
のほか、林海象監督「夢みるように眠りた
い」「二十世紀少年読本」「ジパング」、
根岸吉太郎監督「ウホッホ探検隊」、実相
寺昭雄監督「帝都物語」、篠田正浩監督「少
年時代」、柳町光男監督「愛について・東
京」、坂東玉三郎監督「夢の女」、原一男
監督「全身小説家」など様々な監督と組み、
幅広く活躍している。平成2年にはニューヨ
ークのジャパン・ソサエティで「木村威夫
映画美術フェスティバル」を開催。16年無
声短編映画「夢幻彷徨」で監督デビューを
果たし、18年短編「OLD　SALMON海を見
つめて過ぎた時間」を監督・製作。19年に
は初の長編監督作品となる「瘤（こぶ）ひ
ろば」を発表した。この間、日本映画美術
監督協会会長、東京工芸大学芸術学部客員
教授なども務める。14年川崎市民ミュージ
アムにて「夢幻巡礼　木村威夫の世界展」
が開催された。著書に「わが本籍は映画館」
「彷徨（さすらい）の映画美術」「シネア
ストは語る　2」「白姫抄」「月下茫茫白狐
之図」「映画美術　擬景　借景　嘘百景」
「夢幻巡礼」展カタログなどがある。

【著作】
わが本籍は映画館　木村威夫著　春秋社　
1986.3／彷徨の映画美術　木村威夫著　トレヴ
ィル　1990.10／シネアストは語る　2　（名古
屋シネマテーク叢書）　木村威夫著　名古屋シ
ネマテーク　1991.7／映画美術―擬景・借景・
嘘百景　木村威夫著，荒川邦彦編　ワイズ出版
2004.7
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『日本の映画人―日本映画の創造者たち』
内容見本

●アンケート回答
（物故者を除く）

専門/興味テーマ/映画に関わっ
た動機/印象に残る男優・女優/
生涯の1本とその理由/作ってみ
たい映画/代表作/趣味/座右の銘

●経歴
ご本人確済

出生地/家族/師弟/学歴
所属団体/受賞歴/経歴

職業/肩書き




